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学術論文 � 『デザイン理論』 60/2012

はじめに

　唯一無二の存在である芸術作品（以下，原品，とする）の多くは未来に継承すべき人類共有

の貴重な財産，文化遺産と目されている。原品の鑑賞は人生を豊かにすると推奨されるが，世

界各地に点在する原品を直に鑑賞することは距離的，時間的，経済的等理由から多くの人々に

とって日常茶飯ではない。加えて，原品の保存，保管，保護等のため原品と人々が直に接する

機会には数々の制限，制約が設けられている1。こうした現実を補うべく原品の存在を知らせ，

その片鱗を伝える方法として最も用いられてきたものが原品を撮影し，それの全体または部分

を原寸大若しくは縮小拡大し写真図版として使用した画集，美術書，雑誌またはポスター等の

印刷物2 である。これら量産を特徴とする印刷物は原品に係る情報を保存，保管，共有する手

段，アーカイヴ（archive）の機能と役割を担うものでもある。

　情報の保存，保管，共有により人類の文化遺産を未来に継承することがアーカイヴであり，

アーカイヴにおける情報の正統性は，それと対応する唯一無二である原品の存在に保証され 

て い る。the United Nations Educational Scientific and Cultural Organization（ 略 称：

UNESCO。以下では，UNESCO，とする）の世界遺産（有形文化遺産）認定基準に確認でき

るように原品に真実性（authenticity）及び完全性（integrity）を置く観点3 から従来の保存，

保管，継承とは，各文化圏において原品の修復技術が発達し確立されていることもあり4，後
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世の修復また時間及び環境からの影響（損傷，劣化，汚垢等）を含めた原品総体の現状維持を

主眼とする。

　原品が現在まで保存，保管，継承されてきた第一義の所以と存在価値は作家の創造（例：描

画の視覚的情報）が人々に与える感動である。作家が完成と見なし筆をおいた原品誕生時の状

態，後世の修復また時間及び環境からの影響（損傷，劣化，汚垢等）等皮膜下にある原品の元

の視覚的情報，用いられた技法，技術，素材の解明は原品に係る多くの研究の原点であり，原

品の保存，保管，修復に対処し根本的な対策を講じるためにも必要不可欠だ。しかし原品総体

の現状維持を第一義とする従来の保存，保管，継承に係る方針が壁となり，原品に関して様々

な専門分野（例：美術史，分析化学，修復，復元）が研究を重ねてきたにもかかわらず多くの

原品の，基本の姿が客観的，科学的に解明されずにいる5。

　そうしたなか20世紀後半から顕著となる高度情報通信ネットワーク（Information 

Technology.  以下では，IT，とする）社会の地球規模での構築を背景にアーカイヴの技術面，

特に最先端であるデジタル技術の存在を強調したデジタルアーカイブ（Digital Archive）と

いう用語が誕生6 し，「文化財や歴史遺産など先人が生み出した有形無形の創造物をデジタル

化し，またデジタル製作物を保存活用して，新たな文化や知識の生成に役立てたい7」とする

デジタルアーカイブ構想が動き出す。その一つが2007年３月５日に発足した，特定非営利活

動法人京都文化協会（旧財団法人京都国際文化交流財団。2008年12月24日をもって組織名及

び事務所の住所等連絡先を変更。以下では，京都文化協会，とする）が主催しキヤノン株式会

社が協賛する文化財未来継承プロジェクト（別称綴プロジェクト。以下では，綴プロジェクト，

とする）である。

　綴プロジェクトとは2007年３月12日から2010年２月28日までの３年間に国内外の日本の文

化遺産（屏風，襖絵，掛け軸，絵巻物等。以下では，伝統的な日本画，とする）から重要度，

希少性を念頭に15点以上を選択し，デジタル技術を駆使した高精細複製品の製作を含め，デ

ジタルアーカイブを構築，展開するものだ。綴プロジェクトの第一の特徴はデジタル化情報か

ら著作権，所有権，肖像権等の権利問題及び契約問題を解決した合法的な，工業的過程に加え

日本の伝統工芸を受け継ぐ京都の職人が原品と共通する仕上げを施した原寸大複製品を製作し，

原品に代わり一般に展示するというコンテンツ活用法7 である。綴プロジェクトの原寸大複製

品は，その合法性及び公的性格が示すように贋作8 に分類されるものではない。

　綴プロジェクトに代表されるデジタル複製品については，原品に換えて展示鑑賞に具する一

方原品は保存，保管に徹するコンテンツ活用法が取り上げられ議論が展開されている9。しか

しこれは原品の模造品（含模写）の是非を問う従来の議論の延長であり，背景を新たにする綴

プロジェクトの原寸大複製品のアーカイヴとしての可能性，独特の役割は，現在までのところ，
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明らかにされていない。

　本稿では綴プロジェクトを代表

する作品，俵屋宗達（生没年不

詳）《風神雷神図屏風》（17世紀，

紙本金地著色，二曲一双，169.8

×154.5cm，国宝，京都，建仁寺

所蔵。図１）を原品とする［風神

雷神図屏風］（初公開2006年10月

31日，京都，建仁寺。同年月日

は作品完成期日でもある10。原品

との区別のため以下では［　］付

で示す。図２）を検証，考察し，

綴プロジェクトの原寸大複製品の，

原品の保存，保管，継承に係る

アーカイヴとしての可能性，独特

の役割を示したい。

１．背　景

　綴プロジェクトの背景には，20世紀後半から顕著となる IT 社会の地球規模での構築及びデ

ジタルアーカイブ構想の実施がある11。そこで以下では，IT 社会及びデジタルアーカイブに

ついて日本の動きを見ておこう。

　IT 社会とは「インターネットその他の高度情報通信ネットワークを通じて自由かつ安全に

多様な情報又は知識を世界的規模で入手し，共有し，又は発信することにより，あらゆる分野

における創造的かつ活力ある発展が可能となる社会をいう12。」IT 社会は例えば大学学部，研

究科における IT を活用した遠隔教育の実施，大学の公開講座の全国配信等に見るように従来

の書面主義，対面主義からの脱却を特徴とする。

　IT 社会を日本国内に構築するとともに，IT 社会に関する国際的な取り組みに協力するため

に，1994年８月２日に高度情報通信社会推進本部が日本内閣に設置される。2000年11月27日

に『IT 基本戦略』が決定され，その２日後に『IT 社会形成基本法』が成立する。日本政府は，

５年以内に世界最先端の IT 国家となることを目標とした『e-Japan 戦略』（2001年１月22日

決定）を始まりに，現在までのところ年数回の割合で現行の施策の見直し及び新たな施策の策

定を実施し，IT 政策の推進に努めている13。

図１　《風神雷神図屏風》

図２　［風神雷神図屏風］



36

　『IT 基本戦略』には目指すべき IT 社会像が掲げられているが，その一つに「芸術・科

学：あらゆる美術作品，文学作品，科学技術を地理的な制限なく，どこにいても鑑賞，利用で

きる。また，人々がデジタルコンテンツ（*2）を容易に作成し，流通させることができる14。」

という項目がある。同内容に関しては2003年７月２日『e-Japan 戦略Ⅱ』に明記され，同年８

月８日『e-Japan 重点計画－2003』においてデジタルアーカイブという言葉が明文化され，

2004年６月15日『e-Japan 重点計画－2004』では2005年までにデジタルアーカイブの有効活

用を実現する成果目標が立てられた15。

　IT 社会の基盤となる先端情報通信技術の開発では北米が圧倒的優位にある。こうした状況

下 IT 社会での発展を模索する日本は同分野での競合ではなくコンテンツの活用に目を向ける。

その一つが IT 社会での新たな産業の振興と経済的発展だけではなく，教育的価値と文化的意

義が認められるデジタルアーカイブである。

　日本ではデジタルアーカイブ構想の実現を目的に1996年４月に文化庁，経済産業省，総務

省が支援するデジタルアーカイブ推進協議会（以下では，JDAA，とする）が発足する。日本

において同構想が実現されてゆく過程は，政府機関の政策決定に関わった JDAA の活動に確

認できる16。

　デジタルアーカイブの法的問題に関しては JDAA が『デジタルアーカイブ権利と契約の手

引き』，『契約文例＋ Q&A 集』を発行した17 他，知的財産基本法（2002年法律第122号），個

人情報の保護に関する法律（最終改正2003年７月16日法律第119号），コンテンツの創造，保

護及び活用に関する法律（2004年６月４日法律第81号），著作権法（最終改正2006年12月22日

法律121号）が制定され，政府が目安とした2005年前後にはデジタルアーカイブに関わる法が

整備される。

　脱書面主義，脱対面主義である IT 社会の有様に倣い，デジタルアーカイブの提供方法のほ

とんどがインターネットを通じて，または CD-ROM，DVD 等の記憶媒体を介する非書面型，

非対面型である18。そこに綴プロジェクトはデジタル化情報から合法的な，公的性格を持つ原

寸大複製品を製作し，原品の代わりに一般展示するというコンテンツ活用法を展開する。IT

社会の構築とデジタルアーカイブ構想の実施は世界規模の動きであるが，こうした発想は欧米

から提案されることはなかった日本独自のものだ。

２．［風神雷神図屏風］

　綴プロジェクトは2007年３月５日に発足するが［風神雷神図屏風］は2006年10月31日とい

う一般公開期日にも明らかなように，綴プロジェクトの発足に先立ち製作される。記者発表会

に試作を含めて展覧された19［風神雷神図屏風］は綴プロジェクトを代表する作品である。
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	 Ａ．製　作

　［風神雷神図屏風］の製作は2006年７月中旬より始まる。先ず京都国立博物館に保管され

ている原品を撮影した写真フィルムを同博物館より借用し，それをデジタル化し色校正を重ね

高精細デジタル画像を製作する。視覚的情報の客観的，科学的保管，保存，再現に焦点を当て

た高精細デジタル画像は特殊和紙に特殊インクを用い原寸大にて印刷された後，日本の伝統工

芸を受け継ぐ京都の職人により原品と共通する仕上げが施された。印刷された画像の上に金箔

を施し，原品の雲の表現に見られる琳派の特徴であるたらし込み技法の箇所では金箔を透ける

まで削り下絵を浮き出させることで微妙な濃淡が表現された。画像部分の完成後は二曲一双の

屏風として表具が整えられた20。

　俵屋宗達という唯一無二の存在が一回性のものとして創造した箇所（描画部分），視覚的情

報は伝統工芸等と同様の継承は不可能だ。こうした唯一無二の視覚的情報は同じく換えのない

後世の修復また年月と環境からの影響（損傷，劣化，汚垢等）等の視覚的情報と共にデジタル

化をはじめとする現代の最先端技術により高精度にて客観的，科学的に保存，保管，再現され

た21。

　原品に用いられた岩絵の具，手すき和紙等の素材は自然物であるため同様の配合また組織の

ものは二つとはない。そのため素材の質感等の原品に限定される情報が［風神雷神図屏風］に

欠けることは致し方ない。一方でそれら技法，技術，素材は［風神雷神図屏風］の製作で用い

られた箔工芸，表装といった伝統工芸と同じく俵屋宗達が活躍した当時はもちろん職人技とし

て連綿と継承されていることから，それらに係る俵屋宗達の試みを今後，同様の原寸大複製品

製作過程で試行し実証的に検証することは可能である。

　こうした原品を再現可能な情報と置換可能な情報の融合体と捉え原寸大複製品を製作する綴

プロジェクトの発想は，現在までのところ，原品に係る技法，技術，素材等が現在まで継承さ

れている伝統的な日本画に採用されるにとどまる22 が，原品をいささかも欠損させることなく，

原品誕生時の姿（視覚的情報，技法，技術，素材）をこれまでの各専門分野の研究成果を鑑み

学際的，客観的，科学的に実証，検証する機会を設けるものだ，と本稿は指摘する。

　原品に蓄積した情報は修復跡，汚塵であれ貴重な情報，原品の構成要素であり，原品の欠損

を防ぐ観点からも，そうした皮膜を除去し原品誕生時の状態（視覚的情報，技法，技術，素

材）を解析することは禁忌されている。しかしながら修理，修繕，修復を施しても物質である

原品には現状維持若しくは劣化，消滅以外の選択肢はない。原品総体の保存，保管，継承は従

来通りに進めるとしても，多くは数世紀と年月を経てきた原品の今後の保管，保存，継承を効

果的に推し進めるため，また原品に係るアーカイヴ構築のためにも原品誕生の時点の状態（視

覚的情報，技法，技術，素材）の解明は喫緊の課題である。綴プロジェクトにおける原寸大複
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製品製作はこうした問題を解く実践であり，原品を未来に託すアーカイヴの一端なのである。

　以上を念頭に［風神雷神図屏風］の展示について見ていこう。

	 Ｂ．展　示

　本稿では，先ずデジタルアーカイヴのコンテンツ活用法の発表と共に［風神雷神図屏風］が

日本国外で初披露された〈次世代への文化継承〉（2006年11月16日－12月６日。英語表記：

Cultural Preservation for the Next Generation.）23 を，次に北海道洞爺湖Ｇ８サミット

（2008年７月７日－７月９日。以下では，洞爺湖サミット，とする）主会場ザ・ウインザーホ

テル洞爺（以下では，主会場，とする）の首脳会議場（主要８ヶ国と欧州連合のワークセッ

ションが行われた地下１階の約210m2の大宴会場）での展示24 を取り上げる。

	 	 ａ．〈次世代への文化継承〉

　［風神雷神図屏風］の2006年10月31日建仁寺での完成披露の主調は《風神雷神図屏風》の

原寸大複製品の最新作の披露であった25。［風神雷神図屏風］は完成披露後に建仁寺へ寄贈さ

れる前に〈次世代への文化継承〉に出展される。綴プロジェクトは〈次世代への文化継承〉で

の発表を第一の目的としていた26。

　［風神雷神図屏風］はデジタルアーカイヴのコンテンツ活用法と共に2006年11月15日に開

催された Japan Society（1907年 New York に設立，全米最大の日米交流団体，非営利）27 で

の講演会及びレセプション，それに引き続き大西ギャラリーにて開催された展覧会〈次世代へ

の文化継承〉で披露される。

　IT 社会の基盤となる先端情報通信技術の開発で世界を先導する北米の，時代の動向に敏感

な国際都市である New York で開催された〈次世代への文化継承〉は Japan Society と京都

文化協会の共同主催だ。〈次世代への文化継承〉の趣旨は「日本美術に非常に関心の高いアメ

リカ・ニューヨークの人々に日本美術を身近に感じてもらい，更に日本美術の多くが集結する

京都での文化財保存活動を通して，デジタルアーカイブ（電子保存）の大切さを伝えるこ 

と28」であるが，端的に言えば，海外流出作品29 を対象に含める綴プロジェクトを敷衍するた

めのプレゼンテーションだ。

　2006年11月15日，Japan Society を会場とした講演会及びレセプションへは美術館館長及び

博物館館長をはじめとする学芸関係者，日本総領事館関係者，協賛関係者，各分野の学識者，

約200名が招待された30。講演会は「文化財保護の大切さ，またそれが我々の未来にどのよう

な意味を持つのか31」を主題に，司会者は RHIZOME（1999年設立，デジタルアートのオン

ラインアーカイヴを運営）32 代表の Lauren Cornell（1978‒）講演者は「現代日本画家33」 
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の千住博（1958‒）及び2004年度の MacArthur Fellow（1975年設立，The John D. and 

Catherine T. MacArther Foundation，本部を Chicago に置く慈善基金団体，fellow 選出は

1981年より）34 である Heather Hurst（1975‒，2004年９月に Archaeological Illustrator の資

格で選出）の２名にて開催された。

　［風神雷神図屏風］の他に展示された，同様に製作

された複製品は［松鷹図］（原品は狩野派，元離宮二

条城所蔵，重要文化財。複製品は襖３面を六曲一双の

屏風に仕上げたもの。図３），［龍虎図屏風］（原品は

狩野山楽，妙心寺所蔵，重要文化財。複製品の仕様は

原寸大，六曲一双。図４），［松林図屏風］（原品は長

谷川等伯，東京国立博物館所蔵，国宝。複製品の仕様

は原寸の60％縮小，右隻のみ。図５），［四季花鳥図

襖］（原品は狩野永徳，大徳寺塔頭聚光院所蔵，国宝。

複製品の仕様は原寸大，襖絵４面のうち２面『梅に水

禽』のみ製作。図６），［龍門鯉魚図］（原品は円山応

挙，大乗寺所蔵。複製品の仕様は原寸大，２幅。図

７）35 である。

　伝統的な日本画である原品の多くが流出している北

米で開催された，講演と共にこうした作品群を事例と

して展示する〈次世代への文化継承〉は，既に見た原

品の保存，保管，継承方法に新たな展開をもたらすデ

ジタルアーカイヴのコンテンツ活用法を国際的に，芸

術文化に関係が深く，影響力のある各界関係者に紹介

する機会であった。

　次に洞爺湖サミットの首脳会議場での展示について

見ていこう。

	 	 ｂ．洞爺湖サミット

　総轄の外務省は警備等々の理由から洞爺湖サミット

の主会場でのアートディレクション（含配置，作品目

録）に関する情報を公表していない。そのため本稿で

は，京都文化協会からの回答または新聞等の公式メ

図３　松鷹図

図４　龍虎図屏風

図５　松林図屏風

図６　四季花鳥図襖

図７　龍門鯉魚図
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ディア上で扱われた内容36 に沿って検証，考察を進める。

　洞爺湖サミットではアートディレクションは外務省統轄の山本寛斎事務所管轄，会場演出は

アートディレクターの戸田正寿（1948‒）が手がける。アートディレクションについて戸田正

寿は「各国首脳にわが国最高峰の芸術を見て頂き，心豊かな気持ちで会議が進むようにしまし

た。“ 絵心事（えころじい）美術館 ” がコンセプトです37」と述べている。京都文化協会は綴

プロジェクトでの製作品の出陳依頼を受理したのみである38。

　洞爺湖サミットの特徴は地球温暖化をはじめとする環境問題を大きく取り上げたことだ。

［風神雷神図屏風］は「自然の力を神格化した二神はエコロジーを体現する象徴として，地球

環境問題を討議する場39」，首脳会議場に展示された。

　洞爺湖サミット主会場では綴プロジェクトの［風神雷神図屏風］と［松林図屏風］に加え，

［龍門鯉魚図］を除いた〈次世代への文化継承〉

出展作品と［豊国祭礼図屏風］（原品は狩野内膳，

豊国神社所蔵，重要文化財。複製品の仕様は原寸

大，左隻のみ。図８）の計６点が展示された。そ

の他に「「絵画」「書」「写真」や造形物など様々

な作品が展示」される40。

　洞爺湖サミット主会場でのアートディレクショ

ンは美術館を念頭に置いたとされる。しかしなが

ら［風神雷神図屏風］等が「わが国最高峰の芸 

術41」と捉えられているものの展示品についての

紙媒体資料は用意されず，複製品であることは作

品紹介パネル上に記されるに留まる等42 提供され

る作品情報は乏しく，首脳会議場での［風神雷神

図屏風］と［松林図屏風］の椅子と卓子の背後と

いう配置（図９，10）は作品鑑賞を考慮したも

のとはいえず美術館に期待される学術的配慮・教

育的配慮は度外視されている。こうしたことから

洞爺湖サミットでのアートディレクションのコン

セプト，美術館が様々な貴重な作品を一堂に展示

した状態を慣例的に表現した例えであることは明

らかだ。

　では，洞爺湖サミットでの［風神雷神図屏風］等のデジタルアーカイヴを活用し製作した作

図８　豊国祭礼図屏風

図９，10　主会場での展示
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品の展示は何を意図し達成したのか。

　首脳会議場の展示に見るように，来賓者が椅子に座した際の視線の高さに合わせる，屏風を

平面的に壁掛けとして扱う等，洋間という環境との調和を優先した，そこに居る人を「心豊か

な気持ち43」に導くことを第一義に作品を飾り付ける方法は美術館の展示ではなく室礼である。

　屏風，襖という形式に示唆されるように，それらの展示における本分は請客饗宴等，晴れの

日の儀式の際に調度類をたて室内を装飾する室礼にある。各国首脳という国賓を迎えるサミッ

ト会場での室礼には最高の品々が求められる。しかし保存，保管また警備44 の観点から原品を

用いた室礼はこれまで実現不可能であった。しかし綴プロジェクトの［風神雷神図屏風］をは

じめとする複製品45 の登場はこうした問題を解決し，臨機応変に環境に対応する屏風，襖と

いった原品の形式を生かす室礼を可能とする。洞爺湖サミットはそれを実現する絶好の機会で

あった，と本稿は指摘する。

　綴プロジェクトではデジタルアーカイブのコンテンツ活用法として［風神雷神図屏風］が帰

属先である建仁寺で展示される等，作家が想定した環境下で原品に代わり展示鑑賞が可能とな

ること46 が強調されるが，洞爺湖サミットでの展示に見るように，要点は伝統的な日本画に独

特の室礼という役割，展示鑑賞の方法が可能となることだ。

　原品の襖，屏風，衝立，掛け軸等の形式は室礼という独特の役割を示す。原品が室礼を担う

場合，原品誕生時の視覚的情報，技法，技術，素材の検証はその室礼という役割の中での効果

を念頭に入れなければならない。しかし従来，保存，保管の観点から美術館，博物館，収蔵庫

等に納められている原品を調査する場合，作業時間，方法等に制約がある他，作家が想定した

環境下，室礼の役割を担う状態で原品を観察する機会はほとんど望めない。そうしたなか登場

した原品に想定される視覚的情報，技法，技術，素材を試用する綴プロジェクトの原寸大複製

品は，それらの効果を作家が展示鑑賞を想定した環境及び状況下，室礼という原品本来の役割

の中で実証的に検証することを可能にするものだ，と本稿は指摘する。

おわりに

　本稿では新たな背景，IT 社会に登場した綴プロジェクトを代表する［風神雷神図屏風］を

取り上げ，その原品の保存，保管，継承に係るアーカイヴとしての可能性，独特の役割を検証，

考察した。以下，本稿で明らかになったことをまとめておこう。

　21世紀初頭，IT 社会の地球規模での構築を背景に文化財や歴史遺産等の有形無形の創造物

をデジタル化し，またデジタル製作品を保存活用することで新たな文化や知識の生成に役立て

るデジタルアーカイブ構想が発足する。その一環である綴プロジェクトの特徴は伝統的な日本

画のデジタル化情報から合法的な，工業的過程に加え日本の伝統工芸を受け継ぐ京都の職人が
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原品と共通する技法，技術，素材を施した原寸大複製品を製作し，一般に展示することだ。デ

ジタルアーカイブ構想の実施は世界規模の動きであるが，こうした発想は欧米から提案される

ことはなかった日本独自のものである。

　［風神雷神図屏風］製作では俵屋宗達という唯一無二の存在が一回性のものとして創造した

描画部分及び同様に換えのない後世の修復また年月と環境からの影響（損傷，劣化，汚垢等）

等の視覚的情報は共に現代の最先端技術により客観的，科学的に保存，保管，再現された。原

品を撮影した写真フィルムをデジタル化し色校正を重ね高精細デジタル画像を製作し，特殊和

紙と特殊インクを用い原寸大にて印刷し，伝統工芸の職人の手により原品と共通する技法，技

術，素材，［風神雷神図屏風］製作では箔工芸，表装等を施し二曲一双の屏風として表具を整

えた。

　情報の保存，保管，共有により人類の文化遺産を未来に継承することがアーカイヴであり，

アーカイヴにおける情報の正統性は，それと対応する唯一無二である原品の存在に保証されて

いる。UNESCO による世界遺産（有形文化遺産）の認定基準にも確認できるように原品に真

実性及び完全性が置かれているため原品の保存，保管，継承とは従来，原品の総体を保持し現

状維持に努め劣化，消滅をできうる限り引き延ばすことに他ならない。しかし原品の多くが数

世紀を経ている現在，原品の保管，保存，継承を今後効果的に推し進め，原品に係るアーカイ

ヴを構築してゆくためにも原品誕生の時点の状態（視覚的情報，技法，技術，素材）を解明す

ることは喫緊の課題だ。問題は，原品誕生以降原品に蓄積した情報は修復跡，汚塵であれ貴重

な情報，原品の構成要素であり，原品の欠損を防ぐ観点からも，それら皮膜を除去し原品誕生

時の状態（視覚的情報，技法，技術，素材）を解析することは禁忌であることだ。

　そうしたなか登場した，原品に用いられ現代まで継承されている伝統的技法，技術，素材と

現代の最先端技術を融合し原寸大複製品を製作する綴プロジェクトは，原品を欠損することな

く，原品誕生時の状態（視覚的情報，技法，技術，素材）をこれまで蓄積されてきた原品に係

る各専門分野の研究成果を動員し学術的，客観的，科学的，国際的に実証，検証し解明する機

会を設けるものだ。

　加えて，綴プロジェクトのデジタルアーカイヴのコンテンツ活用法は，洞爺湖サミットでの

展示に見るように，屏風，襖という形式を取る原品を本来の役割，室礼において展示鑑賞を可

能とする。作家は展示鑑賞の環境及び状況下での効果を念頭に原品を製作する。原品誕生時の

視覚的情報，技法，技術，素材の検証は原品の室礼という独特の役割の中での効果を考慮しな

ければならないが，現行では保存と保管を第一義とするため原品をそれが想定された環境及び

状況下で展示鑑賞することは多くの場合適わず，作業時間と方法にも制約がある。一方，原品

に想定される視覚的情報，技法，技術，素材を試用し室礼を可能とする綴プロジェクトの原寸
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大複製品は，それらの効果を作家が展示鑑賞を想定した環境及び状況下で実証的に検証するこ

とを可能とする。

　原品が現在まで保存，保管，継承されてきた第一義の所以と存在価値は作家の創造が人々に

与える感動である。アーカイヴはそうした原品に関して構築される。例えば作家が完成と見な

し筆をおいた原品誕生時の状態，原品の元の視覚的情報，用いられた技法，技術，素材の解明

は原品に係る多くの研究の原点である。重要なことは，アーカイヴの正統性は対応する原品の

存在に保証され，原品の存在価値を証明するアーカイヴ構築は原品の保存，保管，継承を支持

する相互関係にあることだ。誕生後数世紀を経る原品を多く抱える21世紀初頭，IT 社会とい

う新しい背景を得て登場したアーカイヴの一方法である綴プロジェクトの原寸大複製品の，原

品の保存，保管，継承に係る可能性，独特の役割は，以上に見た原品誕生時の状態を解明する

機会を提供することで①現状維持以外の方策を立てあぐねている原品の保存，保管，継承の局

面を打開し，②アーカイヴ構築においては実証性を補強することである。

　綴プロジェクトでは縮小サイズ及び形式を変更した複製品も製作しているが，それらについ

ては原寸大複製品（含原品と同形式）という要素に焦点を当てた本稿では割愛した。尚，原品

に想定される技法，技術，素材の同原寸大複製品製作での実施に関しては，本稿の議論の枠組

みを超えるため示唆にとどまった。
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